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上野高校を志す皆さんへ 

東京都立上野高等学校 

全日制課程 

令和８年度 入学者選抜について 

 

【募集人員と過去４年間の倍率】 

◎推薦に基づく選抜 

推薦(文化・スポーツ等特別推薦の募集人員３名を含む) ６４名 

 

 ☆一般推薦 

年度 性別 募集人員 応募者数 受検者数 合格者数 実質倍率 

R7 (2025)  

 

61 187 187 61 3.07 

R6 (2024)  

 

61 161 161 61 2.64 

R5 (2023) 男 

女 

30 

30 

73 

99 

73 

99 

30 

30 

2.43 

3.30 

R4 (2022) 男 

女 

29 

30 

91 

102 

91 

102 

29 

30 

3.12 

3.40 

 

 ☆文化・スポーツ等特別推薦（男子・バレーボール） 

年度 募集人員 応募者数 受検者数 合格者数 実質倍率 

R7 (2025) 3 7 7 3 2.33 

R6 (2024) 3 6 6 3 2.00 

R5 (2023) 3 8 8 3 2.67 

R4 (2022) 3 7 7 3 2.33 

 

◎学力検査に基づく選抜（１次） 

学力１次 ２５２名 

 

年度 性別 募集人員 応募者数 受検者数 合格者数 実質倍率  

R7 (2025) 

 

 252 481 451 257 1.75 男女合同選抜 

R6 (2024) 

 

 252 491 450 254 1.77 男女合同選抜 

R5 (2023) 男 

女 

132 

121 

242 

216 

222 

205 

129 

126 

1.72 

1.63 

男女緩和 

20% 

R4 (2022) 男 

女 

132 

122 

254 

246 

241 

240 

120 

137 

2.01 

1.75 

男女緩和 

10% 

  



- 2 - 

【本校の期待する生徒の姿】 

 

１ 推薦に基づく選抜 

【文化・スポーツ等特別推薦】 

○種目   バレーボール（男子） 

○募集人員 男子３名（一般推薦の募集人員に含まれる） 

〇推薦基準 

   以下の全てに当てはまる者 

〇運動能力に優れ、東京都大会レベルの実力のある者 

〇入学後も本校の部活動に所属し、活動を３年間継続するとともに、本校における 

学業と両立することができる者 

○日程および検査内容 

出願   一般推薦と同じ 

 検査日程 令和8年１月27日（火） 集合時間は別途指定 

 合格者の発表 一般推薦と同じ 

検査内容 実技検査 及び 集団面接 

実技検査の内容 パス・レシーブ・スパイク 

評価の観点  実技検査：バレーボールに関する適性・技能 

     集団面接：一般推薦と同様 

○検査の配点 

 ア 調査書 （評定合計）×500÷45   ５００点満点 

 評定合計は各教科の５段階評定の合計（45点満点） 

 イ 集団面接           １５０点満点 

 ウ 実技検査            ３５０点満点  

   総合成績 【ア＋イ＋ウ】     １０００点満点 

 

＊一般推薦との併願は可能です。考査料はそれぞれ必要となります。 

＊「文化・スポーツ等特別推薦書」の提出が必要です。 

本校は、国際社会で活躍する新しい時代のリーダーにふさわしい豊かな教養と人間性を育成す

るとともに、生徒の第一志望進路の実現を目指す「進学指導推進校」です。 

そこで、次のような生徒の入学を期待します。 

１ 本校の教育目標「自主協調」「叡
えい

智
ち

健康」を理解し、本校への志望の意志が明確である生徒 

２ 学習成績が優秀で、国公立大学や難関私立大学への進学意志が強く、自主的・意欲的に学習に 

取り組む生徒 

３ 入学後も向学心に燃え、将来の進路実現に向けて常に努力を続けることができる生徒 

４ 学校行事、部活動、有志活動、ボランティア活動等に積極的に取り組み、入学後も継続して活 

動する生徒 

※ 特に推薦選抜においては、国公立大学への現役合格を目指すという目的意識の高い生徒が望

ましい。 

※ 「文化・スポーツ等特別推薦」においては、活動を３年間継続し、学業と両立できる生徒が望 

ましい。 
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【一般推薦】 

○出願区分  一般推薦 

○募集人員 ６４名    募集人員全体の20％です。（昨年度は、6４ 名） 

 (文化・スポーツ等特別推薦の募集人員３名を含む) 

○日程 

 出願 

 （入力期間）令和７年12月19日（金）から令和８年１月16日（金）午後５時まで 

 （書類提出期間）令和８年１月９日（金）から１月16日（金）まで（必着） 

  検査 小論文と個人面接 ★集団討論は実施しません 

   令和８年１月26日（日） 集合時間は別途指定 

 合格者の発表 令和８年２月２日（月）午前８時30分（合否照会サイト上） 

   令和８年２月２日（月）午前９時30分（校内掲示） 

○検査の配点 

 ア 調査書 （評定合計）×500÷45   ５００点満点 

 評定合計は各教科の５段階評定の合計（45点満点） 

 イ 個人面接           １５０点満点 

 集団討論は実施しない 

 ウ 小論文            ３５０点満点  

   総合成績 【ア＋イ＋ウ】     １０００点満点 

 

(1) 小論文 

【小論文のテーマ】 

［R7］ 巻末に問題を掲載 

 

［R6］ 

問１ 国際分業におけるメリットを、示されたデータから求めた具体的な数値と指定され 

た語句を用いて説明する。（300字） 

問２ 日本を訪れる外国人旅行者の特徴について、資料から分かることを明示した上で、 

「潜在成長圏」を訪れる外国人旅行者を増やすための取り組みを具体的に述べる。 

（400字） 

 

［R5］ 

問１ 「世界の各地域における消費及び消費前の段階での１人あたり食料のロスと廃棄 

量」を示すグラフと、「国ごとの１人 あたり国民総所得（GNI）」を示した図を比較 

して、分かることを説明する。（200字） 

問２ 「日本の納品期限及び販売期限に関する商取引上のしきたり」を示す資料を見て、 

「３分の１ルール」について説明する。（100字） 

「日本の納品期限及び販売期限に関する商取引上のしきたり」と「令和２年度推計 

における食品ロスの内訳」に関する資料を参考に、食品ロスを減らすために食品を 

「つくる」側と「つかう」側でそれぞれどのような行動をとることが望ましいと考え 

るか、具体例を挙げて述べる。（400字） 
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【小論文の評価の観点】 

ア 出題の意図を的確に把握する力 

イ 資料を正しく分析し、考察する力 

ウ 根拠を明確にして自分の意見を的確に表現する力 

エ 文章を論理的に構成する力 

 

(2) 個人面接 

【個人面接の評価の観点】 

ア コミュニケーション能力 

  イ 思考力、判断力、表現力 

  ウ 協調性、将来性、リーダーシップ 

  エ 出願の動機、将来に向けた意欲 

 

２ 学力検査に基づく選抜（第一次募集） 

○募集人員 ２５２名 

（昨年度は、252 名） 

○日程 

 出願 インターネット出願 

 （入力期間）令和７年12月１９日（金）から令和８年２月５日（木）午後５時まで 

 （書類提出期間）令和８年１月30日（金）から２月５日（木）まで（必着） 

 学力検査 令和８年２月21日（土）集合時間は午前８時30分 

 合格者の発表 令和８年３月２日（月）午前８時30分（合否照会サイト上） 

   令和８年３月２日（月）午前９時30分（校内掲示） 

○検査の配点 

 ◎学力検査の得点と調査書の点の比率は ７：３ で選抜を行う 

ア 調査書 （調査書換算点）×３００÷６５   ３００点満点 

調査書換算点の算出方法（６５点満点） 

 ①学力検査実施の５教科（国・数・英・社・理）の評定×１ 

 ②その他の４教科（体・音・美・技家）の評定×２ 

  調査書換算点＝①＋②  

ア 学力検査 （５教科得点合計）×７００÷５００  ７００点満点 

 ウ スピーキングテスト結果      ２０点満点 

 

   総合成績 【ア＋イ＋ウ】   １０２０点満点 

 

○検査問題 

 ◎都立高校共通問題を使用して実施 


